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(57)【要約】
【課題】基部に対し分離部が接続されて使用可能になる
ときには、内部の水密状態が必ず確保されるように構成
し、洗浄消毒を確実に実行できるようにする。
【解決手段】ボックス状本体を前側支持体１６と後側支
持体１７で構成し、これら支持体１６，１７の結合部に
、Ｏリング３５を用いて本体内を水密状態に維持する水
密構造が設けられると共に、この後側支持体１７の取付
け時に、バネ状接片２２ｃに円筒導通体２８が接触し、
回転スイッチ体２９を有効にする導体接点接続構造とが
備えられたもので、前側支持体１６に対し後側支持体１
７を完全に前進させた前進完了位置Ｐ１より手前の水密
開始位置Ｐ２までの距離をＤ１、上記位置Ｐ１より手前
の接点接触開始位置Ｐ３までの距離をＤ２とすると、Ｄ

２＜Ｄ１に設定し、水密が確保されなければ、回転スイ
ッチ体２９の操作が有効にならないようにする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡操作部に配置されたボックス状本体が基部及び分離部から構成され、このボック
ス状本体内を水密状態に維持するため上記分離部と基部の結合部に設けた水密構造と、こ
の分離部が基部に取り付けられたとき、機能スイッチに連結される導体路を確保するため
の２つの導体接点を接続する導体接点接続構造とが備えられた内視鏡用ボックスにおいて
、
　上記結合部に、上記分離部が前進して上記基部に取付け固定するための接続手段を設け
、
　この接続手段によって上記基部に対し上記分離部を完全に前進させた前進完了位置より
手前の上記水密構造の水密開始位置までの距離をＤ１、上記前進完了位置より手前の上記
導体接続構造の接点接触開始位置までの距離をＤ２とすると、Ｄ２＜Ｄ１に設定したこと
を特徴とする内視鏡用ボックス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は内視鏡用ボックス、特に携帯用内視鏡等の操作部から突出して設けられ、照明
用光源等や電源となる電池を収納する機能性ボックスの水密構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡装置は、内視鏡（スコープ）の先端部から被観察体へ照明光を照射し、この照明
された被観察体を光学的に、又は固体撮像素子等を用いて電子的に観察するものである。
一方、近年では、設備の整った施設以外の各種場所での使用、ベッドサイドでの使用、緊
急時の使用等を可能にするため、内視鏡装置の携帯化が進められており、この携帯用内視
鏡等では、内視鏡の操作部に設けられたボックスに、例えばＬＥＤ光源と電池を配置する
ことが行われる。
【０００３】
　図６には、従来の携帯用内視鏡の構成が示されており、図示されるように、内視鏡は、
先端部１Ａ、湾曲部及び軟性部１Ｂ、操作部１Ｃからなる。この操作部１Ｃには、鉗子口
２や接眼部（対物光学系）３が設けられると共に、内視鏡軸方向に対し垂直方向に、電池
を収納した光源ボックス４が取り付けられている。
【０００４】
　この光源ボックス４は、前側支持体（基部）４ａと、この前側支持体４ａから分離され
る後側支持体（分離部）４ｂとからなり、この後側支持体４ｂを前側支持体４ａから取り
外すことで、電池の交換ができるようになっている。また、後側支持体４ｂには、回転ス
イッチ５が配置されており、この回転スイッチ５の回転操作によって、電池を電源として
光源を点灯させることができる。
【０００５】
　更に、このような内視鏡では、使用後に、上記光源ボックス４を含めて、感染防止等の
目的のため洗浄消毒が行われており、この光源ボックス４では、前側支持体４ａと後側支
持体４ｂの連結結合部に例えばＯリングを用いた水密構造が設けられ、これによって、内
部が水密状態に維持されている。
【特許文献１】特開２００３－１６９７７７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、従来の携帯用内視鏡では、上記光源ボックス４の電池交換をユーザー（
使用者）が行う必要があり、このときの前側支持体（基部）４ａに対する後側支持体（分
離部）４ｂの取付け接続が不完全になると、内部の水密状態が確保されなくなるという問
題がある。従来では、結合時の後側支持体４ｂの締付け位置の指標を前側支持体４ａに表
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示して、水密状態を確保することも試みられるが、このような方法によっても、前側支持
体４ａと後側支持体４ｂとの接続が完全に行われない場合があり、この場合には、光源ボ
ックス４内に水分が浸入し、洗浄消毒が不十分になると共に、内部電気部材を腐食させる
ことになる。
【０００７】
　本発明は上記問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、基部に対し分離部が接
続されて使用可能になるときには、内部の水密状態が必ず確保されるように構成し、洗浄
消毒を確実に実行することのできる内視鏡用ボックスを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、請求項１の発明は、内視鏡操作部に配置されたボックス状
本体が基部及び分離部から構成され、このボックス状本体内を水密状態に維持するため上
記分離部と基部の結合部に設けた水密構造と、この分離部が基部に取り付けられたとき、
機能スイッチに連結される導体路を確保する（機能スイッチを有効にする）ための２つの
導体接点を接続する導体接点接続構造とが備えられた内視鏡用ボックスにおいて、上記結
合部に、上記分離部が前進して上記基部に取付け固定するための接続手段を設け、この接
続手段によって上記基部に対し上記分離部を完全に前進させた前進完了位置より手前の上
記水密構造の水密開始位置までの距離をＤ１、上記前進完了位置より手前の上記導体接続
構造の接点接触開始位置までの距離をＤ２とすると、Ｄ２＜Ｄ１に設定したことを特徴と
する。
【０００９】
　上記構成によれば、基部と分離部の結合部には、例えばＯリングを用いた水密構造が設
けられると共に、雄ネジ部と雌ネジ部の螺合によって結合する接続手段が設けられており
、例えば分離部に設けられた雄ネジ部が基部に設けられた雌ネジ部に螺合することで、分
離部が前進して基部に取付け固定される。そして、この取付け固定時に分離部が前進する
とき、まず水密構造の水密開始位置に到達し、その後に、導体接続構造の接点接触開始位
置に到達することになり、水密が確保される状態にならなければ、２つの導体接点が接続
されない。従って、使用者が機能スイッチを有効な状態にすることで、確実に水密状態が
確保される。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の内視鏡用ボックスによれば、基部に対し分離部が接続されて機能スイッチが操
作可能になるときには、内部の水密状態が必ず確保されるようになるので、水分が浸入す
る不完全な接続状態がなくなり、ボックスを含めた内視鏡の洗浄消毒を確実に実行するこ
とができ、内部電気部材を腐食させることもないという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　図１乃至図５には、実施例に係る内視鏡用ボックスの構成が示されており、実施例の光
源ボックス１４は、図６で説明した内視鏡と同様に、内視鏡操作部（１Ｃ）において、内
視鏡軸から垂直方向に突出するように配置されたものである。図１は、光源ボックス１４
の結合部の断面、図２は、光源ボックス１４全体の断面を示したものであり、図２に示さ
れるように、この光源ボックス１４は、本体として、内視鏡操作部に取り付けるための取
付け部１５を有する中空の前側（図の右側）支持体（基部）１６と、電池収納部１７ａを
有する中空の後側支持体（分離部）１７を備えてなる。即ち、図５にも示されるように、
後側支持体１７の先端外周に設けられた雄ネジ部１７Ｄを、前側支持体１６の後端内周に
設けられた雌ネジ部１６Ｃに螺合することで、両者が結合・固定される。
【００１２】
　上記前側支持体１６内には、固定用板の表面（前側面）にＬＥＤを搭載するＬＥＤ部２
１、このＬＥＤを駆動するために、ＬＥＤ駆動回路２２ａを前側面に搭載した回路基板２
２が設けられる。即ち、これらＬＥＤ部２１と光源駆動回路基板２２は、光源アッセンブ
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リーとしてホルダ２３に取り付けられ、このホルダ２３の環状段差２３Ｄを押え環２５で
押えること（雄ネジ部２５Ｄと雌ネジ部１６Ｃの螺合結合）で、この光源アッセンブリー
が前側支持体１６に取り付けられる。
【００１３】
　また、上記光源駆動回路基板２２の後側面には、その中心部に電池２４の正（＋）電極
が接触する電池接続用接片２２ｂが設けられると共に、この接片２２ｂの外側に、円周方
向に沿う弧形状のバネ状接片２２ｃが設けられており、このバネ状接片２２ｃは、ＬＥＤ
駆動回路２２ａの負側電源線に接続され、実施例の光源スイッチ（下記回転スイッチ部２
９）の動作を確保するための導体接点接続構造の一方の接点となる。
【００１４】
　一方、図５にも示されるように、後側支持体１７の電池収納部１７ａ内には、電池２４
の外側の位置に、円筒導通体２８が上記バネ状接片２２ｃに接触可能な状態で固定・配置
されており、この円筒導通体２８が、上記導体接点接続構造の他方の接点を構成する。こ
の円筒導通体２８の後端には、スイッチオフ用の切り欠き２８ａが設けられ、この切り欠
き２８ａが存在する部分の円筒外側面がスイッチオン用の摺動端子部となる。
【００１５】
　更に、上記後側支持体１７の後側には、光源スイッチ（又は電源投入スイッチ）として
の回転スイッチ部２９が回転可能に取り付けられており、この回転スイッチ部２９に、電
池２４の負（－）電極が接触する電池接続用バネ状接片３０とスイッチ用可動接片３１が
一体に形成された接片部３２がネジ３３で固定される。即ち、上記バネ状接片３０は電池
２４の負電極へ向けた突部が形成されるように短冊状バネ板をへの字状に折り曲げた接片
であり、上記スイッチ用可動接片３１はこのバネ状接片３０の基端部板面から垂直に配置
され、かつ円筒導通体２８の外周に沿って弧状に曲げ形成され、その先端の突部が円筒導
通体２８の外側面に接触可能になるように構成されたものである。
【００１６】
　そして、上記前側支持体１６と後側支持体１７の結合部には、Ｏリング３５を用いた水
密構造が設けられており、この水密構造による水密状態の開始が上記導体接続構造による
接点接触状態の開始よりも早くなるように設定される。即ち、上記Ｏリング３５は後側支
持体１７の外周に形成された溝に取付け固定され、このＯリング３５が前側支持体１６の
内周面に接触することで本体内を水密状態に維持することができる。ここで、図１に示さ
れるように、後側支持体１７が雄ネジ部１７Ｄと雌ネジ部１６Ｃの螺合によって完全に前
進した前進完了位置（後側支持体１７が前側支持体１６に当接した終端位置）Ｐ１より手
前の水密開始位置Ｐ２までの距離をＤ１、導体接続構造を構成するバネ状接片２２ｃと円
筒導通体２８の接点接触において、前進完了位置Ｐ１より手前の接点接触開始位置Ｐ３ま
での距離をＤ２とすると、Ｄ２＜Ｄ１に設定しており、これによって、必ず水密状態が得
られた後に、回転スイッチ２９を有効にする（導体路を確保する）ための２つの導体接点
接続状態が得られるようになる。
【００１７】
　実施例は以上の構成からなり、光源ボックス１４では、図４（Ａ）に示されるように、
後側支持体１７内（電池収納部１７ａ）に電池２４を入れた後、雄ネジ部１７Ｄを雌ネジ
部１６Ｃに螺合させることで、図４（Ｂ）のように、この後側支持体１７が前側支持体１
６に取り付けられる。この取付け時には、前進完了位置Ｐ１から水密開始位置Ｐ２までの
距離Ｄ１が位置Ｐ１から接点接触開始位置Ｐ３までの距離Ｄ２よりも大きく（Ｄ２＜Ｄ１

）設定されているので、回転スイッチ部２９によるスイッチ動作が有効になるときには、
必ず水密状態が確保される。言い換えれば、前側支持体１６と後側支持体１７との接続が
不完全で水密状態が確保されない時は、ＬＥＤが点灯していないため、操作者に水密状態
が確保されていないことを警告することができ、水密状態を確保した接続状態になるよう
に促すことができる。
【００１８】
　図３には、上記の水密状態と接点接触状態との関係が示されており、実施例では、図３
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（Ａ）のように、前側支持体１６に対し後側支持体１７が前進し、水密開始位置Ｐ２に到
達した時点では、まだ円筒導通体２８は接点接触開始位置Ｐ３に達しておらず、図３（Ｂ
）のように、水密開始位置Ｐ２を越えて更に前進した時に、円筒導通体２８が接点接触開
始位置Ｐ３に到達してバネ状接片２２ｃに接触し、回転スイッチ２９の操作が有効になる
。
【００１９】
　そして、図４（Ｂ）に示されるように、回転スイッチ部２９をオン（ＯＮ）方向へ回転
させると、回転スイッチ部２９に固定された可動接片３１が円筒導通体２８の外側面（摺
動端子部）に接触することで、電源スイッチがオンし、ＬＥＤ部２１が点灯される。逆に
、回転スイッチ部２９を反対のオフ（ＯＦＦ）方向へ回転させると、上記可動接片３１が
円筒導通体２８の切り込み２８ａの位置に移動することで、電源スイッチがオフし、ＬＥ
Ｄ部２１が消灯される。
【００２０】
　このようにして、実施例では、使用者が後側支持体１７の結合時に、回転スイッチ部２
９による光源部の動作を有効可能な状態にすることで、確実に内部の水密状態が確保され
、使用後の洗浄消毒が良好な水密状態の下に実施でき、内部電気部材を腐食させることも
防止される。
【００２１】
　上記実施例では、ボックスが光源ボックスである場合を説明したが、この光源を電池で
駆動する場合に限らず、他の駆動部に電池電源を供給する電池収納機能性ボックスに、本
発明を適用することが可能である。また、このボックスは、内視鏡軸から垂直方向に突出
したものに限らず、内視鏡に設けられた各種のボックスに適用することができる。更に、
実施例では、基部と分離部の接続手段としてネジ螺合式を用いたが、カム溝を用いたもの
、バネ式のもの等、取付け時に前進するその他の接続手段を用いることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の実施例に係る内視鏡用ボックス（光源ボックス）の結合部の構成を示す
断面図である。
【図２】実施例の光源ボックスの全体の構成を示す断面図である。
【図３】実施例の水密構造の水密状態と導体接点接続構造の接点接触状態との関係を示す
断面図である。
【図４】実施例の光源ボックスの分離状態［図（Ａ）］と結合状態［図（Ｂ）］を示す斜
視図である。
【図５】実施例の光源ボックスの主要構成を示す分解斜視図である。
【図６】従来の内視鏡の全体構成を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００２３】
　１Ｃ…内視鏡操作部、　　　　４，１４…光源ボックス、
　４ａ，１６…前側支持体、　　４ｂ，１７…後側支持体、
　２１…ＬＥＤ部、　　　　　　２２…光源駆動回路基板、
　２２ａ…ＬＥＤ駆動回路、　　２２ｃ…バネ状接片、
　２４…電池、　　　　　　　　１６Ｃ…雌ネジ部、
　１７Ｄ，２５Ｄ…雄ネジ部、　２８…円筒導通体、
　３５…Ｏリング、　　　　　　２９…回転スイッチ部。
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摘要(译)

解决的问题：为了确保在将分离部件连接至基座部件并可以使用时确保
内部的水密状态，从而可以确保执行清洁和消毒。 解决方案：箱形的主
体由前支架16和后支架17组成，在这些支架16和17之间的连接部分提供
了一种用于通过使用O形圈35保持主体中的水密状态的水密结构。 当安
装后支撑件17时，当附接后支撑件17时，圆筒形接触构件28c与弹簧状
接触片22c接触，并且提供了使旋转开关主体29成为可能的导体接触连接
结构。 从后支撑件17相对于主体16已经完全前进的向前完成位置P1到之
前的水密起始位置P2的距离是D1，以及在上面的位置P1之前的距离 如
果到触点开始位置P3的距离为D2，则D2如果将其设置为1并且不能确保
水密性，则旋转开关主体29的操作将无效。 [选择图]图1
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